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一 般 質 問 発 言 通 告 内 容 

 

個人第１号 氏 名   舟橋 秀和    

 

質 問 項 目 

№ １ 
山下市長の３期にわたる市政について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

平成２３年２月に山下市長が就任して以来、３期１２年が経過し

ようとしている。その間、様々な事業をスピード感をもって展開し、

数々の実績を残してこられ、現在もなお市民の皆様に「小牧に住ん

でよかった」「これからも小牧に住み続けたい」と思っていただける

よう各種事業に取り組んでおられる。 

 

（１）これまでの市政運営について 

３期目も残りわずかとなり事業のまとめに入っていると思う 

が、これまでの成果をどのように捉えているか伺う。 
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個人第２号 氏 名   稲垣 衿子    

 

質 問 項 目 

№ １ 
「こども家庭庁」創設等に伴う市の取組について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

国では、子どもの視点で、子どもを取り巻くあらゆる環境を視野

に入れ、子どもの権利を保障し、子どもを誰一人取り残さず、健や

かな成長を社会全体で後押ししていくため、子ども真ん中社会を目

指す「こども家庭庁」が創設されるとともに児童福祉法が改正され、

市町村による包括的な支援体制が強化されることになる。 

 

（１）法改正による子育て世代包括支援センターの運営について 

ア 子育て世代包括支援センターの運営について 

児童福祉法の改正により、すべての市町村において、子ども 

家庭総合支援拠点と子育て世代包括支援センターの双方の設

立の意義や機能は維持した上で見直し、すべての妊産婦、子育

て世代、子どもへの一体的に相談を行う「こども家庭センター」

の設置に努めることが定められた。 

子育て世代包括支援センターは今後どのように運営される

のか、お尋ねします。 

 

イ 今後の職員体制について  

要支援児童や特定妊婦等に対するサポートプランの作成が

新たに市町村の事務に位置づけられ、必要な支援に繋げていく

ことになった。 

現在の職員体制で実施することができるのか、お尋ねしま

す。 

 

（２）ヤングケアラーの支援について 

大人に代わって日常的に家事や家族の介護等の世話をするヤ 

ングケアラーを含む支援を必要とする「子育て世帯訪問支援事 

業」が市町村事業に位置づけられた。 

ア 今後、子育て世代包括支援センターが支援を担うのか 

  イ 相談窓口について 

  ウ コーディネーターの配置について 

エ ヤングケアラーの実態把握について  

オ 関係機関等の研修会の開催について 

 

（３）成人の生理の貧困対策への対応について 

子育て世代包括支援センターでは、令和３年度に災害備蓄品 

の入れ替えに伴う生理の貧困対策の一環として、成人向けに生 

理用品の配布を行ったが、継続的な支援が必要と考えるがどう 

か、お尋ねします。 
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個人第３号 氏 名   小川 真由美   

 

質 問 項 目 

№ １ 
小牧山城の整備について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 小牧市のシンボルである小牧山城。毎朝ラジオ体操をする方々や 

散策をする方、子ども達と遊ぶファミリーや市外からも多くの観光

客が訪れています。また、来年放送の大河ドラマ「どうする家康」

にも深く関連し注目を浴びています。これまでにも園路の舗装工事

や創垂館の改修、トイレの改修、山頂部分の整備などを行ってきま

した。しかし、まだ整備すべき箇所があります。 

 

（１）五段坂について 

  令和２年第４回定例会にて園路について質問をしました。 

  その後、大手道と交差する部分から山頂にかけて整備されまし

た。小牧山城北側五段坂の整備は、その後どうなっていますか。 

 

（２）北側の園路について 

   小牧山北駐車場からの出入口から西の園路は土が柔らかく、

特に雨が降った後に自転車で走ると轍が出来、乾くとそのまま

轍の跡が残るので危険であり、改善して欲しいと市民からの声

です。 

   改善をお願いします。 

 

（３）照明灯について 

   小牧山城内の照明灯の管理はどのようにしていますか。 

 

（４）尾張徳川家第１９代の銅像について 

   遡り平成２４年第２回定例会にて小牧山城山頂にある歴史館 

の南側にある、徳川義親氏銅像の台座となっている御影石は、 

織田信長公築城当時の石垣の一部であり、とても貴重な石の為

銅像を移設出来ないかと質問をしました。あれから１０年。 

今回移設する事を聞きましたが、経緯をお尋ね致します。 
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個人第３号 氏 名   小川 真由美   

 

質 問 項 目 

№ ２ 
第２６回参議院議員通常選挙について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 総務省選挙部によりますと、第２６回参議院議員通常選挙で投票

したのは５，４６６万２４２人で、投票率は５２．０５％でした。 

３年前の前回よりは３．２５ポイント上回りましたが、過去４番

目に低い投票率となりました。 

小牧市の投票率は、４９．０６％でした。令和３年第４回定例会

では、衆議院議員総選挙の総括を質問しました。 

前回に引き続き質問を致します。 

       

（１）期日前投票について 

   期日前投票場を２ヶ所から４ヶ所へ増やして２回目の投票と

なります。その効果・成果はいかがですか。 

 

（２）ポスター掲示場設置個所について 

   掲示場設置個所が分かりづらい、その地図が見にくいなどの

声がありました。市としてその問題点を改善すべきと思います

が、所見をお願いします。 

 

（３）投票済証について 

   選挙で投票した証明としてもらえる「投票済証」。店で提示す

ると割引サービスが受けられるなど、広がりを見せています。

発行は、それぞれの自治体の判断に任されています。最近では

デザイン重視の投票済証も登場しており、「投票済証」は自治体

によってデザインが違うのもポイントです。 

例えば、岐阜県可児市の「投票済証」には、市内の名所や可

児市出身といわれる明智光秀が描かれたものなど、選挙毎にデ

ザインが変わります。これをきっかけに投票率が上がる事も期

待されます。本市への導入を提案しますが、いかがですか。 
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個人第４号 氏 名   星熊 伸作    

 

質 問 項 目 

№ １ 
サニタリーボックスの設置について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）公共施設の設置状況について 

ア 男性用個室トイレへの設置状況について伺う。 

イ 男性用個室トイレにサニタリーボックスを設置する考えは 

ないか伺う。 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
防災・減災の取組について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）自然災害時の罹災証明書のオンライン申請について 

ア 本市が現在行っている、罹災証明書の発行について伺う。 

イ 罹災証明書発行のオンライン化の考えについて伺う。 

 

（２）小中学校体育館施設の空調設備について 

   災害が発生した際の避難所となる小中学校体育館施設の空調

はどう対応するのか伺う。 

 

（３）マイ・タイムラインについて 

   マイ・タイムラインのデジタル化について伺う。 
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個人第５号 氏 名   鈴木 裕士    

 

質 問 項 目 

№ １ 
市民の安全・安心を守る防災について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

地震や台風、さらには集中豪雨など毎年全国各地で大規模な自然

災害が発生している。 

台風や集中豪雨は気象庁などが事前にある程度の予報を発表する

が、地震についてはなかなか難しく、突然災害に見舞われることと

なる。 

本年３月には福島県沖を震源とする震度６強の地震が発生し、大

きな被害があったところであり、市民の安全・安心を守るためにも

本市の防災体制に万全を期す必要がある。 

 

（１）避難所の初動体制について 

大規模地震が発生し、広域的な被害が発生した場合の避難所 

開設に向けた初動体制について問う。 

 

（２）避難所運営について 

コロナ禍の中で大規模な地震が発生した場合、感染対策を取 

りながらどう避難所を運営していくのかについて問う。 

  

（３）外国人に対する防災について 

１万人を超える在住外国人には、防災情報をはじめ様々な配 

慮が必要である。市としてどの様な取組をしているのか問う。 
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個人第６号 氏 名   河内 伸一    

 

質 問 項 目 

№ １ 
原川流域の治水対策について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）一級河川原川の河川整備について 

ア 整備計画と整備状況について伺う。 

イ 今後の整備予定について伺う。 

ウ 宮西橋付近の対策について伺う。 

 

（２）治水対策に対する市の取組について 

ア 整備計画と整備状況について伺う。 

イ 整備効果について伺う。 
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個人第７号 氏 名   安江 美代子   

 

質 問 項 目 

№ １ 
公立保育園における土曜日の共同保育実施について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）実施に至る経緯について 

ア 議論の経緯を具体的に問う。 

イ 子どもたちの負担になるとは考えなかったのか問う。 

ウ １０月実施予定と聞くが、理由を問う。 

 

（２）今後の計画について 

全園に実施していく計画と聞くが、子どものことを第一に考 

えるなら、子どもに負担となる共同保育を進めるのではなく、 

保育体制を充実すべきではないか、見解を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
民間保育園への公私間格差是正について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）公私間の格差について 

市の認識を問う。 

 

（２）補助制度について 

ア 進捗状況を問う。 

イ 民間保育園の意見を聞くべきと考えるが見解を問う。 
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個人第８号 氏 名   山田 美代子   

 

質 問 項 目 

№ １ 
旧図書館解体工事について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

市の当初行ったアスベスト調査不足により異常な変更設計とな

り、解体工事請負契約１億４，５００万円に対して約 1 億円増の約

２億４，５００万円となってしまった。 

 市は「事前のアスベスト調査を慎重かつ丁寧にやっておけば当初 

から設計に反映できたと考えられる。その点については十分反省し 

ている。」との答弁があったが、では今後どのように対策をとるのか。 

 

（１）アスベスト調査について 

ベランダのゴム系シート防水の調査をしなかった理由を問

う。 

 

（２）今後の防止策について 

問題点をふまえ対策を検討したのかを問う。 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
学校給食について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

子どもたちの命と健康を守るために学校給食を有機食材にする動

きが国内でも拡がっています。食は命であり教育よりも食育をとも

言われています。 

 

（１）ユニバーサル給食について 

実施までの過程を問う。 

 

（２）食育指導の取組について 

取組の内容を問う。 

 

（３）オーガニック給食について 

国内でも安心安全な食材を取り入れ学校給食を実施する自治 

体が増えているが市においての導入の考えを問う。 
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個人第９号 氏 名   諸岡 英実    

 

質 問 項 目 

№ １ 
保育士・保護者ともに軽減できる保育の負担について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）紙おむつの処分の対応方針の検討状況について 

ア 進捗状況について伺う。 

イ こども・子育て会議での意見についてどのように受け止めて 

いるか伺う。 

ウ 保護者向けに紙おむつの持ち帰りに関するアンケートを行 

ったが、保育士へのヒアリングの状況について伺う。 

エ 費用面についての調査・検討状況について伺う。 

 

（２）保育園等への登降園管理・保育支援システムの導入状況につ 

いて 

  ア 本格的な導入の見通しを伺う。 

  イ どのような運用を行っていくのか、伺う。 

ウ また外国籍の子どもが多い保育所での言語対応などについ 

てＩＣＴ技術の応用はあるか伺う。 
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個人第９号 氏 名   諸岡 英実    

 

質 問 項 目 

№ ２ 
行政と旧統一教会等との関係について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）小牧市と旧統一教会及び関連団体等の反社会的行為が問題視 

される団体との関係について 

ア 過去３年間に市や教育委員会が、旧統一教会等が主催する行 
事等に対して、後援・祝電を出した、又は行政が出席・挨拶を 
行う等接触の有無について伺う。 

イ 過去に市や教育委員会が、寄附や寄贈を受けた等の接触の 
有無について伺う。 

 

（２）山下市長と旧統一教会及び関連団体等との関係について 

ア 山下市長に対する寄附及び過去三回の市長選挙において、 
当団体及び関連団体等の反社会的行為が問題視される団体か 
らの選挙協力の有無について伺う。 

イ 旧統一教会及び関連団体といった反社会的行為が問題視さ 
れる団体と政治家との癒着の問題について、市長の見解を伺 
う。 

 
（３）今後の行政運営における反社会的団体との接触が今後一切な 

いようにするための取組強化について 
全国的に、旧統一教会と関連があると考えられる団体が関与 

したイベントに対する後援名義の承諾などについて、関与の認 
識なく承諾していたことなどが問題になっているが、後援申請 
等に関して、基準は網羅的であるか、見直すなどの考えはある 
か。 
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個人第１０号 氏 名   小沢 国大    

 

質 問 項 目 

№ １ 
人口減少対策について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

厚生労働省の人口動態統計によると、２０２２年上半期の出生数

は、前年同期比で微増だった１月を除き、２～６月の５か月はいず

れも前年を下回った。これまで最少だった２０２１年上半期（４０

万５，０２９人）より２万８７人減で、今年に入って少子化がさら

に加速している。２０２２年の１年間を通じた出生数は過去最少を

更新する可能性もあるとされており、本市においても、今年は０歳

児、１歳児の人口が１，０００人を下回る月もあり、本市も減少傾

向にあると考える。小牧市まちづくり推進計画の将来人口の推移に

ついても予測よりも早く進んでいると考える。人口減少に歯止めを

かける為に以下について問う。 

 

（１）人口動態について 

小牧市まちづくり推進計画にある将来人口の推計を既に下回 

っているようにも捉えられるが現状の分析について問う。 

 

（２）定住促進について 

   定住促進を図る為に本年度からは、補助金制度の見直し等を

展開しているが現状について問う。 

 

（３）少子化対策について 

   少子化対策として取り組んでいる政策について問う。 

 

（４）晩婚化について 

ア 未婚率について問う。 

  イ 初婚年齢の推移について問う。 

  ウ 晩婚化対策の取組について問う。 
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個人第１０号 氏 名   小沢 国大    

 

質 問 項 目 

№ ２ 
こまきこども未来館について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 令和３年３月にオープンをしたこまきこども未来館は、多くの方

にご利用いただけていると見受けられる。特に雨天時や長期の休み

等多くの人で賑わっている。市内の方を優先に利用頂けるように、

昨年議会でも市外の方に対する特定の日の料金設定を行い、約１年

が経過しようとしている。まだまだコロナの状況が改善されず、正

常な利用者数を算出する事は、難しいと考えるが、ご利用いただい

た方の声でもある、こまきこども未来館市外来場者アンケートも実

施されていることから、今後も多くの方にご利用頂けるよう現状に

ついて問う。 

 

（１）利用者について 

ア 利用者の人数について問う。 

  イ 市内外の割合について問う。 

 

（２）駐車場について 

混雑時には車の入出庫に時間を要する事や駐車場を利用する 

事が出来なかったと言う声も聞くが実態について問う。 

 

（３）こまきこども未来館市外来場者アンケートについて 

  ア アンケートの総数について問う。 

  イ アンケートの結果について問う。 
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個人第１０号 氏 名   小沢 国大    

 

質 問 項 目 

№ ３ 
児童クラブの駐車場について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 児童クラブは、現在平日午後７時まで利用出来るようになり、大

変便利になった。利用者のほとんどが車での送り迎えを要するため

駐車場の必要性は非常に高くなっている。駐車場が隣接する小学校

の児童クラブもあれば、近くに駐車場がなく、民間企業の駐車場を

無断使用し、ご迷惑をおかけしているケースも聞くところである。

児童クラブの駐車の現状について問う。 

 

（１）利用者について 

   車で送り迎えを行っている割合について問う。 

 

（２）各小学校の駐車場の状況について 

   駐車場の整備状況について問う。 

 

（３）近隣への影響について 

民間企業の駐車場を無断使用しているケースもお聞きする 

が、市の対応について問う。 
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個人第１１号 氏 名   谷田貝 将典   

 

質 問 項 目 

№ １ 
防災・減災対策について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

近年、超がつく程のゲリラ豪雨が頻発し、本市においても連日の 

ように大雨警報や注意報が発令され、今までは浸水しなかった様な

道路にも大きな水たまりができ、大変危険な箇所も多く見られた。

先日もパキスタンにて、国土の３分の１が浸水するという大災害に

見舞われ、この先、想定外の災害も想定していかなければならない。

東日本大震災から１１年が経ち、この先必ず起こると言われている

東海・東南海・南海大地震もまだ起きておらず予断を許さない。 

過去の反省と教訓を活かしながら、様々な防災・減災対策を講じ

る必要がある。 

 

（１）災害時の要配慮者の対策について 

災害時の要配慮者への正確な情報伝達と安全な避難行動に向 

けた対策を問う。 

 

（２）外国人向けの防災ガイドブックと災害時の対応について 

外国人が多い本市において、多言語対応された防災ガイドブ 

ックの整備と周知について問う。 

 

（３）地域住民・企業・ＮＰＯ等との連携について 

地域住民・企業・ＮＰＯ等の関係団体と、いざという時に連 

携出来るよう平時から関係構築できる場の設置をすべきと思う 

が所見を問う。 

 

（４）帰宅困難者等の対策について 

帰宅困難者等の受け入れ施設となる公共施設の周知徹底と徒 

歩帰宅支援ステーションを拡充すべきと思うが所見を問う。 

 

（５）避難所における対策について 

まだまだ新型コロナウイルス感染者が多く発生している中、 

今後もサル痘や新たなウイルスが発生する事も想定し、避難所 

の三密回避の対策について問う。 

 

（６）ペットの避難について 

震災の際、避難所にペットは持ち込めず、雨ざらしになるペ 

ットの報道がされた。空き教室等を活用し、ゲージ等でペット 

用避難所も設置すべきだが所見を問う。 

 

（７）消防団について 

体制強化の為、若年層や女性の消防団への加入促進を問う。 
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個人第１２号 氏 名   野々川 嘉則   

 

質 問 項 目 

№ １ 
安心・安全・安定した市民の足の確保について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

去る令和４年８月２２日、名古屋高速道路小牧線において、あお

い交通が運行する高速バスの事故が発生した。 

本市のこまき巡回バスは、あおい交通が運行している。 

 

（１）安全管理について 

ア 市として、運行事業者に対する安全管理や危機管理などの指 

導・申入れ等は行われているのか伺う。 

イ 今回の事故を受けて、運行事業者に対し、どのような対応を 

しているのか伺う。 

 

（２）こまき巡回バス運行事業について 

市民の足として安心・安全・安定的に運行することが求めら 

れている。安全を第一に考えた業者選定が必要と考えるが、所 

見を伺う。 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 

市外からの在勤・在学者の災害時避難所等対応につい

て 
備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

令和３年９月に発行された小牧市防災ガイドブックは、小牧市民

に配布されている。 

 

（１）在勤・在学者の通勤・通学時での災害対応について 

防災ガイドブックには、在勤・在学者が被災した場合の記載

がないが、どのように考えているのか伺う。 

 

（２）市内企業・高校への周知・啓発について 

これまで発生した災害において、通勤・通学中に被災し亡く 

なられる事例も起きている。 

ア 自宅に帰ることが身を守る最善とは言えないこともある。市 

として、市内企業に対しどのような周知・啓発を行っているの 

か伺う。 

イ 同様に市内高校に対してはどのように周知・啓発を行ってい 

るのか伺う。 

 

 

 


